
12:45-13:25 受付

13:30-14:00 1 目がないミニマルデザインロボットによる視線手がかり効果

中島亮一 (京都大学)・土橋一斗 (日本大学)・大澤正彦 (日本大学)

SUN 14:00-14:30 2 報酬不確実性に基づく注意捕捉の変調は探索文脈に依存する

山﨑好純 (京都大学)・齋木潤 (京都大学)

14:30-15:00 3 データ可視化画像のメモラビリティに可視化スタイルおよび内容データが及ぼす影響

塩田明日人 (京都大学)・津田裕之 (静岡理工科大学)・大前裕佳 (京都大学)・齋木潤 (京都大学)

15:00-15:30 4 熟語の再生成績と認知的オフロード判断：記憶難易度と感情価の影響

隈部大成 (神戸大学)・松本絵理子 (神戸大学)

15:45-16:15 5 Nested Moving Roomに対する立位姿勢の視覚カップリング

畑美緒 (早稲田大学)・三嶋博之 (早稲田大学)

16:15-16:45 6 VR空間における視触覚運動統合に関する研究

野坂芳宗 (日本国際学園大学)・大山潤爾 (産業技術総合研究所)・横澤一彦 (日本国際学園大学)

16:45-17:15 7 行動結果に対する視覚的注意の時間特性

田中拓海 (東京大学)・田中観自 (九州大学)

17:30-17:35 研究会代表挨拶　横澤一彦 (日本国際学園大学)

17:35-18:35 27 自然画像統計量への暴露によって起こる知覚学習

柴田和久 (理化学研究所)

9:15-9:45 8 信号検出理論によるSubjective InflationとAttentional Boostingの統一的説明

大久保らな (京都大学)・西田眞也 (京都大学)・三好清文 (京都大学)

9:45-10:15 9 持続的注意の時間的ゆらぎと誤警報との関連性

MON
北野愛結 (中京大学)・大西星流 (中京大学)・小椋羽奈 (中京大学)・長沖ひなの (中京大学)・
寺島裕貴 (NTTコミュニケーション科学基礎研究所)・近藤洋史 (中京大学)

10:15-10:45 10 視覚探索課題における課題エンゲージメントの視線指標による予測

大江龍太郎 (大阪大学)・木村司 (大阪大学)・篠原一光 (大阪大学)

11:00-11:30 11 徐々に輝度変化するAR妨害刺激が変化の見落としに与える影響―両眼・単眼提示の比較―

伝保昭彦 (東京工科大学)

11:30-12:00 12 穴を含む表面（hole-bearing surface）の形状知覚に関する直接的検討

大岩礼奈 (大阪公立大学)・武藤拓之 (大阪公立大学)

12:00-12:30 13 実車運転における操作・眼球運動の共変動に基づく注意・認知の探索的分析

山下純平 (NTTコミュニケーション科学基礎研究所)・鈴木雄太 (NTTコミュニケーション科学基礎研究
所)・中西史佳 (株式会社デンソー)・山高大乗 (株式会社デンソー)・寺島裕貴 (NTTコミュニケーショ
ン科学基礎研究所)・丸谷和史 (NTTコミュニケーション科学基礎研究所)

14:30-15:00 14 文字アスペクト比がvisual spanと読み速度に及ぼす影響

北名美雨 (広島大学)・梁葉飛 (広島大学)・氏間和仁 (広島大学)

15:00-15:30 15 錯視を用いたアルファ周波数推定とその応用可能性の検討―スマートフォンによる大規模調査―

宇野究人 (東京大学)・中山遼平 (東京大学)・天野薫 (東京大学)

15:30-16:00 16 自閉スペクトラム症傾向における視覚過敏と視覚感度の関連

松本純奈 (広島大学)・小島治幸 (金沢大学)

16:00-16:30 17 色に基づくアンサンブルサブセット選択課題における単色注目方略の寄与の検討

田中優衣 (大阪府立大学)・武藤拓之 (大阪公立大学)

16:45-17:15 18 単語埋め込み空間の異方性が社会的バイアス測定に与える影響：WEATの妥当性に関する予備的検討

小野晟太郎 (京都大学)・齋木潤 (京都大学)

17:15-17:45 19 課題切り替え頻度が無関連刺激の抑制に及ぼす影響

蔵冨恵 (岐阜聖徳学園大学)

17:45-18:15 20 認知過程における情報の分散と統合の反復モデル

川津茂生 (無所属)

9:15-9:45 21 ほくろと顔の魅力に関する信念とその知覚

伊藤資浩 (中京大学)・反田智之 (福山大学)・河原純一郎 (北海道大学)

9:45-10:15 22 神経振動が顔認知の系列依存性に与える影響

TUE 村井祐基 (情報通信研究機構脳情報通信融合研究センター)

10:15-10:45 23 音声ピッチから類推される発話者の顔表象の画像化－Classification Imageを用いて－

鈴木悠介 (立命館大学)・山﨑大暉 (京都大学)・永井聖剛 (立命館大学)

11:00-11:30 24 ASMRにおける快・不快反応の規定要因：音響特徴と文脈情報

寳﨑大悟 (中京大学)・近藤洋史 (中京大学)

11:30-12:00 25 音の出現と消失がその後の視覚刺激の主観的持続時間に及ぼす非対称的影響

古澤剛 (慶應義塾大学)・川畑秀明 (慶應義塾大学)

12:00-12:30 26 視触覚統合に基づく各身体部位の所有感およびその部位数と全身所有感の関係

門脇廉太朗 (東京大学)・浅野倫子 (東京大学)

多感覚知覚

夕食（ホテル近くのお店を予約してあります。自由参加）
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空間における
知覚・認知

昼食（各自）・運営委員会

知覚と運動

懇親会

知覚一般

認知一般

顔の知覚・
認知

「注意と認知」研究会  第24回合宿研究会プログラム
（2026年3月8日～10日 サイプレスホテル名古屋駅前）
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